
  
 

 
 
 
 
 

 

      

 

2012年 8月 31日、大阪天満エル・シアターにおいて、「8.31 私は変えるWith You」集会が開催されました。

集会には 13名の原告と 1,000人の参加がありました。本号で実況中継いたします。 

 

午後 6時 30分の開始直前、大阪市内に大雨洪水警

報がだされ夕立が降る中、集会は始まりました。開場ま

もなく満員となり、立ち見の人もでる中、JAL原告団

の活動を紹介する映像が正面のスクリーンに映し出さ

れました。さあ集会のはじまりです。 

「整理解雇予告」、「地裁の不当判決への怒りの声」、

「東奔西走したオルグ活動」、「大阪で頑張っている原告

のインタビュー」が参加者を引き込んで行きました。 

そしてスクリーンを挟んで、報告者が交代で登場

し報告するリレートークです。まじめに働いている労働

者をこんなひどい扱いをする訳の判らない社会になっ

てしまったという報告と訴えがありました。 

たとえば、偽装請負事件で闘って、会社に直接雇用

になっても結局は契約打ち切り、JAL 契約制雇い止め

では、上司からのパワハラで辞めざるを得なかった、た

くさんの同期生がいたことなど、どれも理不尽な話ばか

りで本当に訳のわからない社会になってしまったこと

が実感されました。 

後半は 50名を超える歌声の人たちと原告団が登場

して、一言ずつの訴えのあと「誓い」が合唱され、会場 

は感動に包まれていきました。 

原告からは、つらい時に仲間がいることの大切さ、

一人では勝てない運動であること、亡くなった仲間とと

もにいること、そして必ずや勝利判決を勝ち取るという

決意が述べられると、会場から「よーしっ」という掛け

声がかかりました。 

梅田弁護士による行動提起では、JALの儲け一辺倒

の体質を厳しく批判、そしてＪＡＬ原告団を支援するた

めに 100万筆署名の取り組みが必要、支える会への入

会のお願いなど力強い声が会場に響き渡ると拍手が沸

き起こりました。 

フィナーレでは、「ゲゲゲの女房」の主題歌にも使

われた、いきものがかりの「ありがとう」が流されると、

舞台上の原告団、歌声の人たちが左右に分かれ、中央の

スクリーンと客席側面の壁には、集会に出席してくれた

方々のスナップ写真や応援のメッセージが次々に映し

出されました。 

照明が落とされた会場が一体となる中、入場時に

全員に配られた LEDライトが星のように輝き、波のよ

うにうねりながら閉会を迎えました。 

 

大阪からの運動がうねりを起こし、支援の

方々と労働者の絆が日本全体へ広がることを確

信させる、大成功の集会でした。 
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